
年度 中学校入試問題 解説（算数）2024 灘中学校（２日目）兵庫県神戸市

　2 桁の整数は 9×10＝90 個あり，格位の数に 0 がない

ものは 9×9＝81 個あります。A→0 になる 2 桁の整数

A は 90 − 81＝9 個 あります（10，20，30，…，90 の 9 個）。

3 桁の整数は 9×10×10＝900 個，格位の数に 0 がない

ものは 9×9×9＝729 個あります。B→0 になる 3 桁の

整数 B は 900 − 729＝171 個 あります。

　D（2 桁・3 桁）は 12，21，112，121，211 の 5 通り考

えられます。C の 3 桁の数字の組み合わせとして，例え

ば，（126）だと 126，162，216，261，612，621 と並び

（278）を並びかえて C＝872 になります。

　C は全部で 6×4＋3×2＝30 個 あります。
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かえると 6 通りあります。

数の変化は右のように整理

できます。

　C が最も小さいものは，

D＝12 のときで，C＝126
です。また，最も大きいも

のは，D＝112 のときで

工場 A は 1000 個につき不良品が 7 個なので，不良品率

は 0.7％，工場 B は 1000 個につき不良品が 12 個なので，

不良品率は 1.2％とします。

　1 日につき，工場 A は 2000 個生産し 2000×0.007＝
14 個の不良品，工場 B は 3000 個生産し 3000×0.012
＝36 個の不良品があります。14：36＝7：18 なので，

不良品の合計 1000 個のうち 1000×     ＝280 個 が工場

A の不良品だと推測できます。

10000 個取り出して 80 個の不良品の場合，不良品率は

0.8％です。⑤＝10000 個で，④＝10000×     ＝8000 個

のうち 8000×0.007＝56 個 が工場 A の不良品だと推

測できます。
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　正方形ABCD は 5×5＝25cm2，

三角形AFD は 5×3÷2＝7.5cm2，

三角形ABE は 5×2÷2＝5cm2，

三角形FEC は 2×3÷2＝3cm2，

三角形AEF は 25 −（7.5＋5＋3）＝
9.5cm2 です。また 4 つの三角形

の面でできる三角すいは図 1 のようになります。体積は

2×3×     ×5×     ＝5cm3 です。

　    3 点 P，Q，R を通る平面で切ったときの様子は図

2 のようになります。三角形 GQP と三角形 KRS は相

似（相似比は 5：1）なので KS＝10×     ＝2 cm です。三

角すい KRST と三角すい GQPT の相似比が 1：5 なので，

体積比は 13：53＝1：125 です。三角すい KRST は（1）
で求めた 5cm3 なので，G を含む三角すい台の体積は
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5×（125 − 1）＝620cm3 になります。

　三角すい KRST は，面 STR を底面としたとき，（1）の
答えより高さは 5×3÷9.5＝      cm です。問題でたずね

られている高さは，三角すい GQPT を面 PTQ を底面と

したときの高さと同じです（図 3）。三角すい KRST と

は相似比が 1：5 なので，答えは      ×5＝        cm です。

　三角すい KRST と相似な三角すい VMWU に注目し

て考えます（図 4）。図 5 の三角形 KRS と三角形 MWV

は相似比が 3：47 なので，こ

の 2 つの三角すいの相似比も

3：47 です。高さは      ×      
＝        cm になります。
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　三角形 AEF は AE＝EF，角 AEF＝90 度の直角二等辺三角形です。

三角形 ABE と三角形 ECF は合同なので，AB＝EC＝4 cm，BE＝CF＝5 − 4
＝1 cm だとわかります。三角形 AEF の面積は 5×4 − （3×5÷2＋1×4÷2×2）
＝20 −（7.5＋4）＝8.5 cm2 になります。
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　図の同じ印のついた角は同じ大きさです。●●＋◯◯＝90 度なので，●＋◯＝

45 度になります。また，●●＋××＝180 度なので，●＋×＝90 度 が分かりま

す。三角形 GNM は直角三角形になり，（1）と同じように，合同な 1 組の直角三

角形があらわれます。図のア＋イ＝12 cm，イ − ア＝3 cm なので，和差算の計

算で，イ＝（12＋3）÷2＝7.5 cm，ア＝（12 − 3）÷2＝4.5 cm になり，点 N を中

心とする円の半径は 4.5 cm だと分かります。

三角形 KGH に注目すると，角 GKH＝◯◯で，角 GKN と角 NKH は◯です。

三角形 GMJ と三角形 KNO は相似な関係なので，3：12＝1：4 より，KO＝

4.5×4＝18 cm です。HK＝4.5＋18＝22.5 cm になります。
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　     E＝5 のとき，A＋I＝C＋G＝5 なので，和が 5 の

は（1，4）（2，3）のいずれかです。A，I，C，G の数の並

びは図 1 の 8 通りで，残りの 6，7，8，9 は B，D，F，
H に並ぶので，全部で 8×（4×3×2×1）＝192 通りです。

　図 2 のように E＝1，2，3，… で場合分けして考えま

す。E＝1 のとき，A＋I＝C＋G＝9 で，組み合わせは

（2，7）（3，6）（4，5）です。A，I，C，G の数の並びは

図 1 の 8 通りの 3 倍になります。E＝2，3 は（ア）と同

じになり，E＝4 や E＝6 以上のときは組み合わせが存

在しません。全部で（ア）の 3＋1×3＝6 倍の 192×6＝
1152 通り あります。

　まず太郎さんと次郎さんの当たった場所を考えます。

的のどの縦列，横列にも 1 回ずつ当たるので，その

3 ヶ所は図 3 の a から f の 6 通りあり，もし太郎さんが

a の場合，次郎さんは b，c，f の 3 通りのいずれかです。

太郎さんが他の b，c，…の場合も同様に 3 通りずつで，

それぞれの当たった場所については 6×3÷2＝9 通りに

なります。また，この 9 通りの組み合わせに関して，2
人ともが当たった場所は 1 ヶ所だけでこれは（1）の E
にあたるもので，9 つの数の並び方はどれも 1152 通り

ずつあります。答えは全部で 9×1152＝10368 通りに

なります。
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